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冬休みが明け、校舎に生徒たちの明るい声が戻ってきました。２０日間の短い冬休みでしたが、

家族や親戚とゆっくり過ごしたり、冬のスポーツに親しんだり、また３年生は高校受験に向け

て学習や面接練習に励んだりと、有意義な時間を過ごしたことと思います。

この休み中にも、生徒は部活動を通して素晴らしい成果を収めました。

昨年末、北見市で行われた「第４０回北海道中学校バスケットボール

新人大会北大会」では、男子バスケットボール部が準優勝という輝かし

い成績を収めました。また、「第５８回北海道中学校スキー大会」クロ

スカントリー競技では、二階堂清矢さん（３年生）がクラシカル第１６

位、フリーでは第７位となり、２月３日（火）から長野県野沢温泉村で

行われる全国大会への出場を決めました。

吹奏楽部においても、「第６２回北海道管楽器個人コンテスト旭川地

区予選」で佐々木琉衣さん（２年生）が金賞を受賞しました。また、「第５７回北海道アンサ

ンブルコンテスト旭川地区予選」では、岸本彩花さん、佐々木琉衣さん、佐藤杏梨さん（２年

生）が金賞に輝きました。会場を包み込むような美しい演奏でした。

これらの成果は、日々の地道な努力の積み重ねの賜物です。生徒一人一人の頑張りに、心か

ら拍手を送りたいと思います。

さて、新たな年を迎えました。今年は、６０年ぶりに巡る丙午の年です。情熱を象徴すると

されるこの節目の年に、子どもたち一人一人の可能性を大切に育み、挑戦と成長に満ちた一年

にしていきたいと考えています。

また、同時に一年の締めくくりとなる３学期が始まりました。この学期は、４７日間（３年

生は４０日間）と短い期間ではありますが、これまでの学びや経験を確かな力として実らせ、

次の学年や進路へとつなげていく、極めて重要な学期です。

一つは、「一年間の総まとめの時期」であるということです。これまでの歩みを振り返り、

目標達成に向けて最後まで力を尽くす大切な期間となります。これまでの成果と課題を整理し、

粘り強く挑戦を続けてほしいと願っています。

もう一つは、「新たな学年への準備期間」（０学期）であるということです。４月から始ま

る新たなステージに向けて、学習面・生活面・精神面のすべてにおいて力を蓄える時期でもあ

ります。自信をもって次の一歩を踏み出せるよう、準備を進めてほしいと思います。

３学期は、高校受験や入学説明会、卒業式など、節目となる行事が続きます。特に３年生に

とっては、仲間や後輩と東中で過ごす日々も残りわずかとなりました。一日一日を大切にしな

がら、それぞれの新たな挑戦へと歩み出せるよう、温かく見守っていきたいと思います。

本年も、保護者の皆様、地域の皆様の変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願

い申し上げます。



第5８回 北海道中学校スキー大会（名寄市）
【男子クラシカル】

第１６位

【男子フリー】

第７位

3日(火)

4日(水) 

9日(月) 

10日(火)

11日(水)

13日(金)

16日(月)

17日(火)

18日(水)

19日(木)  

20日(金)

23日(月)

24日(火)

26日(木)

27日(金)

定期テストⅢ前放課後学習会(1･2年生)

定期テストⅢ前放課後学習会(1･2年生)

1・2年生定期テストⅢ①

1・2年生定期テストⅢ②

天皇誕生日

職員会議(5時間授業)

1・2年生参観日

生徒会役員選挙

部活動中止

1・2年生学力テスト

スッキリ訪問(生徒会役員⇒小学校へ)

公立高校推薦入試

建国記念の日

私立高校入試

入学説明会(給食なし)

常任委員会（反省）

給食費等引落日

冬休みが明け、校舎に生徒たちの明るい声が戻ってきました。２０日間の短い冬休みでしたが、

＜ 吹 奏 楽 ＞
第62回北海道管楽器個人コンテスト旭川地区予選

金賞 佐々木 琉衣さん (Ｈｒｎ．）

第57回北海道アンサンブルコンテスト旭川地区予選

金賞 金管三重奏

岸本 彩花 さん（Trp.）

佐々木 琉衣 さん（Hrn.）

佐藤 杏梨 さん（Trb.）

第４０回 北海道中学校バスケットボール

新人大会北大会（北見市）

【男子】第２位

優秀選手賞 髙橋 唯斗さん

１月１８日（日）、地域のもちつき交流会が開催され、本校から１５名の生徒がボ

ランティアとして参加しました。今年は２００名を超える地域の方々が来場し、会場

は笑顔と温かな雰囲気にあふれ、地域の皆様がこの行事を大切に守り、楽しみにされ

ていることが強く伝わってきました。

各家庭で杵と臼を使って餅をつく機会が少なくなっている今、生徒たちは地域の

方々とふれあいながら、伝統行事に触れる貴重な体験をさせていただきました。地域

の方と関わる経験は、教室では得がたい学びであり、生徒の心を確かに成長させてく

れていることを実感します。ボランティアとして関わった中学生が、やがて親となり、

次の世代へとこの行事が受け継がれていくなど、次代へつながる大きな希望を感じま

す。改めて、子どもたちを温かく受け入れ、育ててくださる地域の皆様に心より感謝

申し上げます。今後も、学校と地域が共に支え合いながら、子どもたちの成長を温か

く見守っていきたいと思います。

「備え」が命を守る ―避難訓練から学ぶこと ―

全国的に地震が相次ぐ中、本校では２６日（月）に地

震を想定した避難訓練を実施し、災害発生時の行動や避

難経路、集合場所の確認を行いました。

地震を想定した避難訓練は毎年行っていますが、こう

した取組を重ねることで、いざという時に落ち着いて行

動する力が育まれていきます。自分の命を守るために必

要な行動を一人一人が考えることが、日頃の備えと安全

につながる学びとなりました。

全国大会出場

おめでとう！

緊急地震速報を

聞いたらただち

に安全行動を

日頃の備えに

ついて考えて

みよう


